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河口湖の流入河川におけるワカサギの自然産卵について

                                                                                                            岡崎　巧・三浦正之・大浜秀規

河口湖は 1969 年～ 1982 年には年間 18 ～ 61t（平均 35t）のワカサギ生産量を誇っていたが 1)，1985 年の秋季か
ら突如不漁に転じ 2,3)，以降，断続的に不漁が続いている。

不漁原因究明のため，当所では 1988 年から 1993 年にかけて調査を実施し，初期減耗によりふ化後早期にワカサ
ギが居なくなっている実態を明らかにした 2,3)。また，自然産卵の減少も不漁原因の一因として挙げられているも
のの 2,3)，産卵親魚そのものの数が少なかったこともあり，不漁以降，産卵の実態については検討されていない。

一方，不漁以前の 1976 年から 1978 年にかけて当所で行った産卵場調査 4,5) では，水深 10m 前後の湧水のある湖
底で産卵が確認されているものの，その他，河口湖におけるワカサギの産卵に関する知見は乏しい。

河口湖漁業協同組合の組合員からの聞き取りによると，30 年以上前の河口湖では，流入河川である寺川や奥川で，
産卵のため大量に遡上するワカサギが見られたことがあると言うが，1985 年に始まった不漁以降，まとまった数
の産卵遡上は見られていない。

この様な状況の中で，2009 年 2 月中旬～ 4 月上旬及び 2010 年 2 月中旬～ 4 月上旬に，トンネル掘削工事の影響
で水量が増加した奥川においてワカサギが大量に遡上し，自然産卵が確認されたのでその状況について報告する。

産卵が確認された流入河川の概要
産卵が確認された流入河川は，山梨県南都留郡富士河口湖町大石地内の河口湖北岸に流入する奥川である（図 1）。

奥川は，2008 年以前は流量が乏しく，河口湖への流入部では伏流し，出水時を除き魚類の遡上は不可能な状態にあっ
たが，2008 年秋季以降，上流部におけるトンネル掘削工事の影響で流量が増加し，常時魚類の遡上が可能な状況
に転じた。なお，河口部から上流約 220m 地点には堰堤が設置されており，これより上流への魚類の遡上は不可能
となっている。

遡上可能区間（河口～堰堤間）の河川形態は Bb 型で 6)，平瀬が長く続き，淵は少ない。水の流れはほぼ直線的で，
川幅は平均 3.1m，水深は 10 ～ 20cm 程度，底質は直径 5 ～ 15mm 程度の中礫，小礫が主体である（2010 年 3 月 5
日計測）。なお，ワカサギの産卵遡上が認められた 2009 年 3 月 26 日及び 2010 年 3 月 5 日の河口部における流量は，
それぞれ 133.5L/sec.，134.0L/sec. であった。

図 1　河口湖の流入河川と産卵場の位置

Okazaki Takumi, Miura Masayuki, Oohama Hideki
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材料及び方法
　（１)2009年調査（目視及び聞き取りによる産卵状況，産卵数の推定）

2009 年 2 月 25 日に河口湖漁業協同組合より奥川にワカサギが大量に遡上している旨の電話連絡を受け，同日
15:30 から 18:30 までの間，産卵状況を確認するため，現地にて遡上，産卵状況を目視にて観察した。また，同日
17:00 に，河口より約 220m 上流の堰堤（魚止め）直下に蝟集していたワカサギをタモ網で採捕し，10% ホルマリ
ン固定した後，後日，魚体測定を行った。

産卵の状況をより詳細に確認するため，2009 年 3 月 26 日 15:50 から翌朝の 3 月 27 日 9:50 まで，遡上，産卵状
況を目視にて観察するとともに，1 日あたりの大まかな産卵数を推定するため，2009 年 3 月 26 日の夕方（16:00 ～
17:30，産卵前）に，遡上可能区間の上流（河口より約 210m）・中流（河口より約 150m）・下流部（河口より約 100 ｍ）
の 3 箇所の河床に，ワカサギ用着卵枠（19cm × 38cm，シュロ製）を河川横断方向に 1 列に並べ，翌朝回収する
とともに，各設置場所の流速，水深を測定した（図 2）。流速の測定には，プロペラ式流速計（VR-201, KENEK）
を用い，60% の水深において測定した。回収した着卵枠は，設置地点毎に，無作為に 5 枚を選び，各着卵枠の中
で卵が平均的に付着している部位を 5cm × 5cm の大きさで切り出して着卵数を計数した。

その後，産着卵の平均密度を算出し，遡上可能区間全体の面積に引き延ばした。なお，着卵枠設置場所の河床型
はいずれも平瀬で，河床の礫には事前に産着卵が確認されている。

この他，遡上，産卵状況については，適宜，河口湖漁業協同組合より聞き取りを行った。

図 2　着卵枠設置状況（下流部・河口より約 100m 上流）

　（２）2010年調査（目視及び聞き取りによる産卵状況，遡上量の推定）
河口湖漁業協同組合より，奥川で 2010 年 2 月 17 日からワカサギの遡上，産卵が始まった旨の連絡を受け，2010

年 3月 5日に現地踏査を行った。また，同日19:00に，河口から約60m上流地点においてワカサギをタモ網で採捕し，
10% ホルマリン固定した後，後日，魚体測定を行った。

さらに，1 日あたりの大まかな遡上数を推定するため，同日 20 時 00 分（遡上がピークに達したと思われる時刻）
に遡上区間の上流（堰堤下流約 20m）・中流・下流部（河口より約 60 ｍ上流）の 3 箇所の河床に，反射テープを
巻いたコドラート（φ 3.9mm 針金製，100cm × 100cm）を設置した後，デジタル一眼レフカメラを用いて撮影し
た（偏光フィルター，フラッシュ 2 灯使用）。後日，撮影した写真から，コドラート内のワカサギの個体数を計数し，
平均密度を算出した後，遡上可能区間全体の面積に引き延ばした。

この他，産卵状況については，河口湖漁業協同組合より適宜聞き取りを行った。
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結　果
　（１）2009年調査結果
第1回現地踏査及び魚体測定結果（2009年2月25日調査）　

目視による観察の結果，観察を開始した 15:30 の時点で，堰堤直下において蝟集するワカサギが確認された（図 3）。
また，河口から堰堤までの間にも多数のワカサギが確認された。

日没直前の 17:25 より堰堤直下の平瀬で産卵行動をとるワカサギが見られる様になり，17:50 には河口部で，黒
い帯状となって濃密に遡上するワカサギを確認した。これらは，徒手にて容易に採捕できる程の数で，これらの多
くが排卵後のメスであった。以降，観察を終了するまでの 18:30 までの間，河口より堰堤直下の間で産卵行動をと
るワカサギが増加していった。

17:00 に堰堤直下にて採捕したワカサギの魚体測定結果を別表 1-1,2 に，全長の頻度分布を図 4 に示した。
採捕した 49 尾のうち，雄が 38 尾，雌が 11 尾で雄の割合が高かった。また，雌 11 尾のうち 7 尾が産卵後の個体

であった。雌の全長は 132.0 ± 4.9mm（平均±標準偏差，以下同じ），体重は 15.4 ± 2.2g，雄の全長は 128.8 ± 6.5mm，
体重は 14.5 ± 2.2g であった。また，全長の頻度分布（図 4）により，これらは単一の年級群であり，2008 年 7 月
以降，河口湖で採捕されたワカサギの全長頻度分布はすべて単一のモードで推移していることから（未発表データ），
すべて当歳魚と推定された。

図3　奥川の河口より約220m上流に設置された堰堤直下に蝟集するワカサギ（2009年2月25日 16:00）

表１　2009年２月25日目視による産卵状況の観察結果
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図4　2009年2月25日に堰堤直下で採捕したワカサギの全長頻度分布

第2回現地踏査及び産着卵数の推定結果（2009年3月26～27日調査）
目視による産卵状況の観察結果を表 2 に示した。
観察を開始した 15:50 の時点では，堰堤直下に 20 尾程度のワカサギが確認された以外，堰堤から河口部に至る

までの区間にワカサギはほとんど見られなかった。その後，日没が近づくにつれ，遡上するワカサギが急増し，日
没後の 18:30 ～ 20:00 にかけて，河口部付近を中心に盛んに産卵行動をとるワカサギが観察された。20:00 以降，河
口部であらたに遡上する個体は見られなくなり，既に遡上したワカサギの多くは平瀬で定位しているのみで，時折
雌を追尾する雄が見られるものの，積極的な産卵行動をとる個体は明らかに減少していった。この状態は，明け方
近くまで続き，日の出とともに多くの個体が降下し，6:00 の時点では全域にわたりまばらに分布するのみとなった。

表2　2009年3月26～27日目視による産卵状況の観察結果
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着卵枠設置地点の環境を表 3 に示した。川幅は 220 ～ 430cm，水深は 10 ～ 30cm の範囲にあった。流速は 20 ～
60cm/sec.，主たる底質はいずれも 5 ～ 15mm 程度の礫が主体であった。

表 3　着卵枠設置地点の環境

着卵枠への卵の付着状況を表 4，図 5 に示した。地点別の平均付着密度は，下流が 183,840 粒 / ㎡と最も多く，
次いで上流部の 36,960 粒 / ㎡，中流部の 11,520 粒 / ㎡であった。卵の付着が最も多い着卵枠では，実測した 5 ×
5c ㎡のシュロに 807 粒，着卵枠 1 枚あたりに換算すると 14,913 粒に達した。

全地点の平均着卵密度（3 地点× 5 枚の平均値）は 46,400 粒 / ㎡で，これに遡上可能区間（河口～堰堤）までの
面積（689.4 ㎡）を乗じ，1 日の産卵総数を算出すると，31,988,160 粒となった。

表４　着卵枠への卵の付着状況
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　　　　　　　　　　　　　　　　　図5　着卵枠に付着した卵（上流部）

漁協からの聞き取り結果
漁協からの聞き取りの結果，奥川において 2009 年 2 月 20 日頃に始まったと思われるワカサギの遡上および産卵

は，2 月下旬～ 3 月上旬をピークに，以降，漸減し，4 月 17 日に少数が遡上したのを最後に，以降，産卵・遡上は
確認されなかった。また，奥川以外の流入河川では，寺川を除き，河口部における表流水が少なく，遡上が不可能
な状態にあった。この他，河口部において表流水が認められた寺川や湖岸における産卵は確認されなかった。

　（２）2010年調査結果
現地踏査及び魚体測定結果（2010年3月3日，5日調査）

2010 年 3 月 3 日に現地踏査したところ，奥川の遡上可能区間（河口～堰堤）の全域において産着卵が確認された。
特に堰堤直下より下流約 20m の区間では，河床全体に渡って 1 ～ 3cm の厚さで堆積する産着卵が確認され，その
状況は陸上から目視で，河床全体が黄色く見える程であった（図 5）。

2 月 25 日に筆者及び漁協組合員が現地踏査した際には，これほどの量の産着卵は確認されなかったことから，
これらの産着卵は 2 月 25 日から 3 月 3 日にかけて産卵されたものと推察された。また，これ以降，大量の産着卵
が産み足された様子は無いことから，2 月 25 日から 3 月 3 日までの期間に産卵のピークがあったものと思われた。

なお，産着卵の一部を漁協事務所に持ち帰り，検鏡したところ，胞胚から前期嚢胚に達した卵がほとんどで，発
生状況は良好であった（図 6）

漁協では，これらの産着卵を 3 回に渡り回収し（延べ 30kg，約 5 千万粒），卵の粘着性除去処理 7) を行った後，
漁協のふ化施設にて管理したところ，いずれも発眼率は 90% を越え，収容からふ化に至るまでの生残は良好であっ
た。

3 月 5 日 19:00 に河口より 60m 上流地点で採捕したワカサギの魚体測定結果を別表 2-1,2 に，全長の頻度分布を
図 7 に示した。

採捕した73尾のうち，雄が43尾，雌が30尾で雄の割合が高かった。また，雌30尾のうち6尾が産卵後の個体であっ
た。雌の平均全長は 125.9 ± 7.9mm，平均体重は 15.9 ± 3.4，雄の平均全長は 123.1 ± 6.1mm，平均体重は 13.1 ± 2.1g
で，2009 年同様，すべて当歳魚であった。
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図5　堰堤直下の河床に堆積した産着卵の状況

図6　回収した産着卵の発生状況
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図7　2010年3月5日に堰堤直下で採捕したワカサギの全長頻度分布

遡上量の推定調査結果（2010年3月5日調査）
コドラートと共に撮影した画像を図 8 に，撮影した画像におけるコドラート内のワカサギ個体数を計数した結果

を表 6 に示した。
遡上したワカサギの密度は，魚止めとなっている堰堤が設置された上流部で最も高く，1 ㎡あたりの密度は 300

尾以上に達した。また，中流部で 100 尾 / ㎡前後，下流部では 80 尾 / ㎡前後と，河口部に近づくにつれて，ワカ
サギの密度は減少していった。

遡上可能区間全体におけるワカサギの平均密度は 176 尾 / ㎡で，これに区間の水表面積 689.4 ㎡を乗じて算出し
た遡上可能区間全体の遡上数は 121,341 尾であった。

　　　　　　　　　　　図8　遡上したワカサギとコドラート（上流部，333個体/㎡）
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　　　　表5　遡上尾数の推定結果（2010年3月10日）

　　　　　　
漁協からの聞き取り調査結果

漁協からの聞き取りの結果，奥川における遡上及び産卵は 2010 年 2 月 17 日に初めて確認され，2 月下旬から 3
月上旬をピークに 4 月 10 日頃まで続いた。また，奥川以外の流入河川や湖岸における産卵は 2009 年と同様，確認
されなかった。

考　察
現地踏査及び漁協からの聞き取りの結果，河口湖の流入河川の奥川では，2009 年，2010 年のいずれも 2 月中・

下旬からワカサギの遡上及び産卵が確認され，2 月下旬～ 3 月上旬をピークに 4 月中旬まで続き，不漁となる以前
に行った産卵場調査 4,5) で，湧水のある水深 10m 前後の湖底において産着卵が確認された時期と一致した。

今回の調査では，湖底における産卵状況は確認していないものの，その他の流入河川や湖岸では，産卵は一切認
められなかった。

2010 年の調査では，ほぼ産卵のピークにあたる時期に遡上量を推定し，１日に 121,341 尾，重量に換算すると
1,723kg ものワカサギが奥川に集中して遡上することを明らかにした。ワカサギの産卵行動の誘発には雌の生殖腔
液に含まれる物質が関与しているとされ 8)，奥川においてもこの様な物質により誘引され，多くのワカサギが集中
したのかもしれない。いずれにせよ，ワカサギの産卵がこれ程までに 1 箇所に集中するということは，裏を返せば，
他に産卵適地が極めて少ないことを示しているものと考えられる。

奥川に産卵が集中した一方で，それ以外の流入河川においては，多くの河川で表流水が少なく，遡上が出来ない
状況にあったが，寺川では，河口部に常時表流水が認められ，魚類の遡上が可能な状態にあった。

漁協からの聞き取りによると，かつての寺川では，ワカサギの産卵が見られたことがあるというが，近年では，
生活雑排水の流入により水質が悪化し，産卵も見られなくなったとしている。また，寺川の底質は，礫の上に泥が
堆積した状況で，ワカサギの産卵には適していないものと思われる。

これらの条件を改善すれば，寺川がワカサギの産卵場として利用されることになるかもしれないが，奥川におけ
る産卵場の立地条件とあわせ，今後の検討課題としたい。

河口湖における過去 4 年間のワカサギ卵導入状況を表 6 に示した。河口湖漁業協同組合では，近年，主に網走湖
産のワカサギ受精卵を 2.5 ～ 6.9 億粒購入し（平均 4.3 億粒），粘着性除去処理 7) を行った後，漁協のふ化施設で孵
化まで管理し，孵化直後の仔魚を直接湖に放流している。一方，2009 年の調査の結果，奥川におけるワカサギの 1
日あたりの産卵量は 31,988,160 粒で，産卵のピークを過ぎた 3 月下旬の調査結果にもかかわらず，河口湖漁業協同
組合における平均年放流量の約 7.4% に達していた。
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　　　　　　　　　　　　表6　河口湖漁業協同組合におけるワカサギ卵の導入状況

今回の調査の結果，河口湖におけるワカサギの産卵期が 2 月中旬から 4 月中旬まで約 2 ヶ月間続くこと，1 日あ
たりの産卵量の推定値が産卵のピークを過ぎてからのものであることを考えると，産卵期間中の奥川における総産
卵量は漁協の年放流量を大きく上回ることが予想される。

当所では，1985 年に始まった不漁以降に行った調査の結果，放流したワカサギが初期減耗により早期に居なく
なっていることを明らかにした 2,3)。漁協による網走湖産のワカサギ受精卵の導入時期は主に４～ 5 月上旬に集中
しており，これらのふ化時期と餌料となる動物プランクトンの発生状況のミスマッチが，初期減耗の要因となって
いたものと考えられる。

一方，奥川における自然産卵は，網走湖産受精卵導入に先立ち，2 月中旬から 4 月中旬の 2 ヶ月間にわたってみ
られ，産卵期間にあわせてふ化期間が長く続くことにより，ふ化時期と餌料生物の発生状況のミスマッチを防ぐ上
での危険分散が期待できる。

以上のことから，奥川における自然産卵は，産卵による量的効果に加え，産卵期が一定期間続くことから，初期
減耗を回避する危険分散の点からも重要であり，今後の河口湖におけるワカサギ資源の安定に寄与することが期待
される。
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要　約
・トンネル掘削工事の影響により，2008年秋季以降に水量が増加した河口湖の流入河川（奥川）において，2009年
および2010年の2月中・下旬～4月中旬にワカサギの遡上と産卵が確認された。
・2009年3月下旬に1日あたりの産着卵数を推定したところ，31,988,160粒であった。
・2010年3月上旬の産卵ピーク時に1日あたりの遡上量を推定したところ，121,341尾であった。
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